
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これからの中学校英語科における授業づくり～指導と評価編～」の見方 

 

 

「単元を通して育成を目指す

資質・能力」を示しています。学

習状況調査結果より課題の見ら

れる５つの資質・能力を取り上

げています。 

 

関係する領域の「英語の目

標」を示しています。 

 

 「学習評価のキーワード」を

示しています。 

単元の「評価規準」を示して

います。「評価規準」は，国立教

育政策研究所から出された

「『指導と評価の一体化』のた

めの学習評価に関する参考資

料」を基に作成しています。 

「『努力を要する』状況（ｃ）

の生徒への手立て（例）」を

示しています。 

 

「本時の展開」を言語活動等

と教師の指導のポイントの視点

から示しています。 

 

生徒が本時のねらいに迫

ることができるよう「教師の指

導のポイント」を示していま

す。 

 

生徒が単元の目標や本時の

ねらいに迫ることができるよう

「本時における指導の工夫等」

を示しています。 

単元の「指導と評価の計画」

を示しています。 
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単元終末や後日に生徒が

「単元を通して育成を目指す資

質・能力」を身に付けることがで

きたか見取るための「評価問

題」を示しています。 

 

生徒のパフォーマンスの

「採点の基準」を示してい

ます。この例では，「思考・

判断・表現」（表現内容の

適切さ）を評価するための

「条件」や，「判定基準（ル

ーブリック）」を示していま

す。 

 

実際にどのように生徒のパフ

ォーマンスを評価したのか，具

体例を示しています。 

生徒のパフォーマンスの

「判定基準（ルーブリック）

に基づく分析結果」を示し

ています。 

生徒のパフォーマンスの「評

価結果」を示しています。 

 

先生方が授業づくりをされる際のモデルとして御活用いただければ幸いです。 


